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正会員数

(6月１日現在)

男性 449名

女性 169名

合計 618名
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令
和
３
年
度

定
時
総
会
開
催

令
和
３
年
６
月
23
日
（
金
）
午
後
１

時
よ
り
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

令
和
３
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
員
数
６
１
７
名
の
内
、
出
席
者
総

数
４
８
４
名
、
内
訳
は
会
場
出
席
者
26

名
、
委
任
状
提
出
者
４
４
０
名
、
議
決

権
行
使
書
提
出
者
18
名
で
し
た
。

今
年
度
の
定
時
総
会
は
、
昨
年
に
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

危
惧
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
委
任
状
ま
た

は
議
決
権
行
使
書
の
活
用
を
ご
考
慮
い

た
だ
き
、
会
場
入
場
者
数
を
で
き
る
だ

け
少
な
く
し
た
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

立
石
孝
義
会
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、

会
長
が
仮
議
長
に
就
任
し
開
会
が
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
定
足
数
の
確

認
、
議
長
に
立
石
会
長
が
選
任
さ
れ
、

議
事
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
総
会
で
は
、
次
の
５
件
の

案
件
に
つ
い
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
原

案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
定
時
総
会
に
お
い
て

次
の
12
名
が
役
員
と
し
て
選
任
さ
れ
、

任
期
中
の
監
事
１
名
を
含
め
た
13
名
の

役
員
体
制
で
す
。

【
理
事
】

窪
田

進

立
石

孝
義

田
中

雅
城

峯

信
夫

綿
貫

一
成

遠
藤

孝

小
林
巳
喜
雄

中
原

拓
三

福
田

一
彦

川
口

荘
一

広
沢

光
政

【
監
事
】

佐
藤

光
一

島
井

赳

※

任
期
中
の
監
事

会長挨拶写真

会
長
就
任
の
挨
拶

会
長

立
石

孝
義

立石会長

副
会
長
就
任
の
挨
拶

副
会
長

中
原

拓
三

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
現

在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
日
常
生
活
が
制

約
さ
れ
て
い
る
中
で
、
身
の
周
り
の
環

境
に
気
を
配
り
な
が
ら
お
過
ご
し
の
こ

と
と
、
推
察
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
理
事
・
監
事
の
皆
様
の
ご

推
挙
を
い
た
だ
き
、
副
会
長
に
再
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

６
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
定
時
総
会

に
お
い
て
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
に
よ
り
受
注
・

就
業
及
び
収
入
面
に
お
い
て
の
減
少
な

ど
、
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
会
員
の
皆

様
が
安
心
し
て
就
業
で
き
る
環
境
作
り

に
は
、
ど
の
様
な
お
手
伝
い
が
で
き
る

か
、
が
今
後
の
重
要
な
課
題
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
会
長
及
び
事
務
局
と
共
に

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
か
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々

清
栄
の
事
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
理
事
・
監
事
の
皆
様
の
ご

推
挙
を
頂
き
ま
し
て
、
会
長
に
再
任
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
、
創
立
40
周
年
を
迎
え
、
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
へ
踏
み
出
し
た
令
和
３
年

度
の
事
業
計
画
に
お
き
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
へ

の
対
応
を
図
り
な
が
ら
従
来
通
り
の
施

策
の
方
向
を
堅
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
事
業
の
影
響
が
生
じ
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
安
定
し
た
事
業

運
営
を
図
る
た
め
、
就
業
開
拓
・
就
業

機
会
の
確
保
、
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り

の
会
員
に
あ
っ
た
就
業
指
導
等
、
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

尚
、
国
の
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
」
が
実
施
さ
れ
る
中
、
五
輪
開
催
も

近
づ
い
て
き
て
お
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ

ー
も
感
染
拡
大
防
止
策
を
図
り
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
事
業
の
拡
大
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議

事

一
、
報
告
事
項

①
第
１
号
報
告

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

の
事
業
報
告
の
件

二
、
決
議
事
項

①
第
１
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

の
計
算
書
類
等
の
承
認
の
件

②
第
２
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
11
名
の
選
任
の
件

③
第
３
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

監
事
１
名
の
選
任
の
件

④
第
４
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

定
款
の
変
更
の
件

中原副会長
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会
員
の
表
彰

令
和
３
年
度
会
員
表
彰
と
し
て
次
の

会
員
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
会
員
表
彰

平
成
23
年
４
月
か
ら
令
和
３
年
３
月

の
10
年
間
に
70
％
以
上
就
業
さ
れ
た

方
（
敬
称
略
・
入
会
順
）

尾
又

一
夫

石
井

俊
夫

「
3
つ
の
密
」
を
避
け
て
行
動
を

と
言
わ
れ
て
、
1
年
以
上
経
ち
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威

は
な
か
な
か
衰
え
ま
せ
ん
。
自
粛
生

活
を
強
い
ら
れ
、
外
出
も
ま
ま
な
ら

な
い
状
況
な
の
で
、
在
宅
「
自
宅
」

で
「
3
密
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
3
密
」
と
は
、

既
に
ご
存
じ
の
通
り

①
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間

②
多
く
の
人
が
密
集
す
る
場
所

③
近
距
離
で
の
密
接
し
た
会
話

こ
れ
ら
を
避
け
て
く
だ
さ
い
で
す
が
、

最
近
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
集
近
閉
（
し

ゅ
う
・
き
ん
・
ぺ
い
）
と
い
う
言
葉

も
広
ま
り
つ
つ
あ
る
そ
う
で
す
。

「
集
合
」
「
近
接
」
「
閉
鎖
空
間
」

で
す
が
、
何
処
か
で
聞
い
た
よ
う
な

言
い
回
し
で
す
ね
。

昨
年
の
東
京
新
聞
（T

o
k
y
o
 
W
e
b

）

に
「
3
密
」
に
関
連
す
る
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。
都
内
屈
指
の
観
光
名
所
で
あ
る

高
尾
山
薬
王
院
（
真
言
宗
智
山
派
）

に
は
、
三
密
の
道
（
苦
抜
け
門
）
と

い
う
「
門
」
が
あ
る
そ
う
で
す
。

真
言
宗
（
密
教
）
の
教
え
で｢

三
密｣

と
は
、
身
密(

し
ん
み
つ)

、
口
密
（
く

み
つ
）
、
意
密
（
い
み
つ
）
で
、
現
在

の
コ
ロ
ナ
禍
に
当
て
は
め
る
と
、

①
正
し
い
行
い
（
身
）

感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
行
動
は
行
わ

な
い

②
正
し
い
言
葉
（
口
）

感
染
者
や
医
療
従
事
者
ら
へ
の
誹
謗

中
傷
を
行
わ
な
い

③
正
し
い
心
（
意
）

周
囲
の
人
に
い
た
わ
り
の
心
を
持
つ

と
の
こ
と
。

5
月
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

り
ま
し
た
。
仕
事
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
の
飲
食
・
観
劇
・
旅
行
な

ど
が
、
安
心
・
安
全
に
出
来
る
日
が
少

し
ず
つ
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
今
し
ば

ら
く
、
我
慢
の
日
々
を
。

会
員
寄
稿

３
密
に
つ
い
て

高
木
班

木
川

正

葛
西

昌
典

小
林

正
和

福
田

一
彦

西

勝
子

今
敷

一
平

山
田

恭
司

武
田

秀
治

山
内

康
男

月
輪

廣
行

和
栗

恒
雄

窪
田

泰
男

佐
藤

秀
一

重
松

正
一

五
十
嵐
マ
ツ

大
石

省
司

市
川

ア
イ
子

飯
束

信
雄

大
貫

昭
夫

②
会
員
表
彰

令
和
３
年
３
月
現
在
、
そ
れ
以
前
に

５
年
間
継
続
し
て
就
業
し
た
年
齢
80

歳
以
上
の
方

（
敬
称
略
・
入
会
順
）

髙
橋

辰
男

川
島

京
子

玉
森

和
子

遠
藤

孝

西
田

繁
信

町
田

保
男

遠
藤

直
孝

豊
永

と
し
子

西

民
男

森
山

紀
興

鈴
木

敞
子

秋
山

吉
行

橳
島

美
佐
子

以
上
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
例
年
で
は
、
定
時
総
会
終
了

後
に
会
員
表
彰
式
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
に
は
、
表
彰
状
と
記

念
品
を
お
送
り
致
し
ま
し
た
。

新任役員

新
任
役
員
の
紹
介

令
和
３
年
度
定
時
総
会
に
お
い
て
選

任
さ
れ
た
12
名
の
役
員
と
任
期
中
の
監

事
１
名
を
含
め
た
13
名
を
紹
介
し
ま
す
。

遠
藤
理
事

田
中
理
事

峯
理
事

窪
田
理
事

中
原
副
会
長

福
田
理
事

立
石
会
長

小
林
理
事

広
沢
局
長

綿
貫
理
事

島
井
監
事

川
口
理
事

佐
藤
監
事

高尾山 三密の道 苦抜け門
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私
の
ふ
る
さ
と
（
沖
縄
県
）

ｃ

桜
が
丘
Ｃ
班

松
堂

政
勝

私
の
ふ
る
さ
と
は
沖
縄
県
う
る
ま

市
勝
連
で
す
。
沖
縄
本
島
の
東
側
に

位
置
し
ま
す
。

実
家
の
近
く
に
は
、
海
中
道
路

（
水
中
を
走
る
わ
け
で
は
な
い
）
が

あ
り
、
私
が
中
学
生
の
頃
遠
浅
の
海

を
埋
め
立
て
本
島
と
離
島
が
結
ば
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
干
潮
の
時

に
水
牛
や
払
下
げ
の
軍
用
ト
ラ
ッ
ク

で
行
き
来
し
て
い
ま
し
た
。
開
通
当

時
、
道
幅
は
狭
か
っ
た
の
で
す
が
、

片側２車線の海中道路

世界遺産の勝連城跡

全国一のモズク

沖
縄
は
、
全
国
一
の
モ
ズ
ク
の
生

産
地
で
、
全
国
シ
ェ
ア
の
約
９
割
以

上
を
占
め
て
お
り
、
う
る
ま
市
勝
連

は
、
県
内
４
割
の
水
揚
げ
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
私
が
子
供
の
頃
は
親
と
一

緒
に
海
へ
行
き
バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
と

っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
片
側
２
車
線
と
な
り
快
適
な
ド
ラ

イ
ブ
が
で
き
ま
す
。

中
学
校
の
近
く
に
、
世
界
遺
産
の
勝

連
城
が
あ
り
、
理
科
の
授
業
時
間
に
先

生
・
ク
ラ
ス
全
員
と
行
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
そ
の
頃
は
全
く
整
備
さ

れ
て
な
く
荒
れ
放
題
で
し
た
が
、
世
界

遺
産
と
な
っ
た
今
で
は
見
違
え
る
ほ
ど

修
復
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
ょ
う

れ
ん
じ
ょ
う

海中道路の航空写真
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私
の
ふ
る
さ
と
（
小
郡
市
）

ｃ

大
崎
で
は
、
肥
後
国
風
土
紀
に
（
７

３
０
年
頃
）
記
さ
れ
た
「
媛
社
（
ひ
め

こ
そ
神
社
）
」
通
称
「
七
夕
神
社
」
が

あ
り
、
全
国
で
も
珍
し
く
「
織
姫
様
」

を
お
祀
り
す
る
お
社
で
七
夕
神
社
と
正

式
に
登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
神
社

だ
け
で
す
。
毎
年
８
月
７
日
、
夏
祭
り

が
開
催
さ
れ
雄
・
雌
の
獅
子
が
対
で
各

氏
子
（
大
崎
区
）
を
回
る
伝
統
行
事
が

行
な
わ
れ
、
境
内
外
に
は
多
く
の
出
店

や
七
夕
飾
り
、
祭
り
提
灯
な
ど
が
盛
大

に
飾
り
付
け
ら
れ
大
変
な
賑
わ
い
で
し

た
。
こ
の
神
社
は
私
達
の
唯
一
の
遊
び

場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

蔵
敷
Ｂ
班

立
石

孝
義

大原古戦場の碑

七夕神社

さ
て
、
北
の
方
角
に
福
岡
の
霊
峰

宝
満
山
が
あ
り
、
筑
後
川
の
支
流
の

宝
満
川
で
は
、
夏
に
は
泳
ぎ
、
そ
し

て
魚
突
き
と
楽
し
み
が
あ
り
、
東
の

方
角
に
花
立
山
が
あ
り
、
花
立
山
古

墳
群
が
形
成
さ
れ
、
現
在
、
県
史
跡

の
「
花
立
山
穴
観
音
古
墳
」
を
始
め
、

３
０
０
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
花
立
山
は
標
高
１
３

０
ｍ
で
歩
き
や
す
く
、
小
郡
市
の
古

代
ス
ポ
ッ
ト
と
自
然
を
満
喫
で
き
る

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
史
跡
に
囲
ま
れ
た
静

か
な
田
舎
で
し
た
が
、
実
家
の
前
に

「
た
な
ば
た
地
域
運
動
広
場
」
が
で

き
、
騒
が
し
い
所
と
な
り
ま
し
た
。

今
、
七
夕
神
社
を
思
い
出
し
ま
す

と
、
当
時
の
静
か
な
田
舎
の
様
子
が

走
馬
灯
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
は
消
え

る
こ
の
頃
で
す
。

史
跡
の
多
い
町
「
小
郡
市
」

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
福
岡
県
小
郡
市

大
崎
で
農
家
の
８
番
目
の
末
っ
子
と
し

て
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

家
の
前
は
一
面
の
水
田
で
、
遠
く
に

見
え
る
耳
納
連
山
を
仰
ぎ
、
清
ら
か
な

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
、
魚

釣
り
を
楽
し
み
、
夜
は｢

蛙
の
鳴
き
声｣

・
「
飛
び
交
う
蛍
」
そ
し
て
、
天
の
川

を
始
め
き
れ
い
な
星
空
を
眺
め
な
が
ら

過
ご
し
た
も
の
で
し
た
。

先
ず
、
小
郡
市
で
は
、
特
に
７
世
紀

後
半
の
上
岩
田
遺
跡
で
は
九
州
最
古
級

の
寺
院
（
金
堂
）
と
8
世
紀
前
半
で
は

小
郡
官
衙
遺
跡
（
国
指
定
）
な
ど
遺
跡

も
数
多
く
あ
り
、
足
利
勢
と
大
友
氏
と

の
戦
い
の
場
で
「
大
原
古
戦
場
」
も
あ

り
ま
す
。 み

の
う
れ
ん
ざ
ん

お
ご
お
り
か
ん
が
い
せ
き

会
報
「
け
や
き
」
の

発
行
に
つ
い
て

現
在
、
高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
社
会
全
体
で
は
、

ま
だ
ま
だ
、
こ
の
感
染
症
の
収
束
が

見
込
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
活
動
も
制

限
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
昨
年
か
ら
、

多
く
の
委
員
会
活
動
や
行
事
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
・
イ
ベ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
）
が
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。会

報
「
け
や
き
」
は
、
会
員
の
皆

様
方
に
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
を
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、
通
常
、
年
４
回

の
発
行
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、

事
業
活
動
の
制
限
や
取
材
が
行
え
な

い
な
ど
、
原
稿
を
十
分
に
集
め
ら
れ

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
発
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ペ
ー
ジ
数
を
少
な
く
し
た
り
、
発
行

間
隔
を
あ
け
る
な
ど
、
記
事
の
実
情

に
合
わ
せ
た
発
行
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

七夕
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入
会
説
明
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
０
４
２―

５
６
５―

０
５
３
１

就
業
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み

電
話
ま
た
は
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
、
事
前
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申し込み期限は、各月第２火曜日までです。電話042-565-0531

センターの今後の予定

月 日 曜 日 時 間 内 容

7

14 水 9：00 入会説明会

19 月 配分金振込日

20 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

21 水 9：00 入会申込日

29 木 9：00 定例理事会

30 金 9：00 新入会員研修会

8

11 水 9：00 入会説明会【中止】

17 火 予約制 就業相談日【中止】（下の表を参照ください）

17 火 配分金振込日

18 水 9：00 入会申込日

26 木 9：00 定例理事会

27 金 9：00 新入会員研修会【中止】

9

8 水 9：00 入会説明会

15 水 9：00 入会申込日

17 金 配分金振込日

21 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

30 木 9：00 定例理事会

就業相談日 相談時間帯

2021年 7月20日(火) 2021年12月21日(火) ①14：00
②14：30
③15：00
④15：30
⑤16：00
各時間1名

【中止】8月17日(火) 2022年 1月18日(火)

9月21日(火) 2月15日(火)

10月19日(火) 3月15日(火)

11月16日(火) -

※今後、新型コロナウイルス感染症拡大の状況に
より予定を変更する場合があります。

会
員
の
皆
様
の
作
品
・
投
稿

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
・
絵
画
・
紀
行
文
・
川

柳
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
投
稿
等
、

何
で
も
結
構
で
す
。

作
品
の
投
稿
は
、
郵
送
、
持

参
の
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
。

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
投
稿

作
品
に
は
、
謝
礼
を
差
し
上
げ

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
作
品
・
投
稿
募
集

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た

め
４
月
に
３
回
目
の
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
・
再
々
延
長
さ
れ
、

セ
ン
タ
ー
の
各
種
行
事
や
委
員

会
活
動
が
昨
年
度
に
引
き
続
き

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
広
報
委
員
会
も
十
分

な
取
材
活
動
が
出
来
ず
、
「
け

や
き
１
３
７
号
」
の
７
月
発
行

を
断
念
し
か
け
ま
し
た
。
そ
の

間
取
材
と
編
集
作
業
を
続
け
て

き
た
結
果
、
限
ら
れ
た
記
事
で

す
が
何
と
か
発
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に

楽
し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

編
集
後
記


